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ウイークリー知事訪問片瀬海岸 

全国地方議員大会 沖縄県議と

kenngi 

県立芹香病院 

●●○○恒例秋のバスツアーのお知らせ 

横須賀軍港めぐりと秋の味覚 

保健、医療、福祉の総合的人材を養成する新たな拠

点づくりとしての県立保健福祉大学の見学。アメリカ海

軍や海上自衛隊の様々な艦船を間近に観ながらの横

須賀軍港めぐり。保健医療問題や今後の日米のあり方

を考えてみたいと思います。最後にみかん狩りのお楽し

みもあります。 

皆さまのご参加をお待ちしています。 

 

日 時  2009 年 11月 18日(水) 8:00 集合 

集合場所 茅ヶ崎市役所と茅ヶ崎市民文化会館の間の道 

行 程 8:00 集合→8:30 出発→10:00 県立保健福祉大 

→昼食→13:00 軍港めぐり→15:00 みかん狩り→

17:30 茅ヶ崎着 

参 加 費 3500 円(当日現金払い) 

(昼食代、軍港めぐり料、みかん狩り料､保険料等) 

定 員 42 名(事前申し込み制) 

申し込み方法 くさか景子事務所 

 FAX・E-mail・ＴＥＬでお申し込みください 

 ℡＆ＦＡＸ ０４６７－５８－０２９０ 

 E-mail future@grace.ocn.ne.jp 

 

 

 

県道開通式（鶴が台） 

防災訓練 

フェミ議連全国大会 松江 

 

【7月】
1日 おひさま保育、発達障がい講演会、エジプト講演会、担当課質問ヒアリング
2日 厚生常任委員会
3日 勝又駅頭応援、Ｉ女性会議の人とお産についてヒアリング、社会をよくする運動
4日 海開き、食の安全条例ヒアリング
5日 勝又事務所開き、環境フェア、太陽光発電点灯式
6日 ｢神奈川のお産を考える会｣とわ助産院、こども医療センター視察
7日 厚生常任委員会
8日 議員インターンシップ面談、スタッフミーティング
9日 茅ヶ崎駅南口朝立ち、議会運営委員会、不安定雇用ネット県へ要望
10日 議会運営委員会、本会議、二宮町民との意見交換会
11日 社民党自治体議員団会議、あべともこ映画会｢チェ・ゲバラ｣
13日 おひさま保育
14日 市肢体不自由児者父母の会県へ要望提出、市総合計画審議会
15日 茅ヶ崎駅朝立ち、保育室ぽかぽか見学、市企画部ヒアリング
16日 県犯罪被害者センター見学、かながわ市民派議員会議研修会
17日 かながわ市民派議員会議研修会、市民相談、あべともこ決起集会
19日 レンダースライブ、中海岸おはやし見学
20日 浜降祭、勝又決起集会
21日 おひさま保育
22日 茅ヶ崎駅朝立ち、県政ニュース印刷
23日 茅ヶ崎駅朝立ち、サザンビーチ津波訓練
24日 県政ニュース発送作業、勝又応援駅夕立ち、勝又選対会議
25日 自治基本条例説明会、ウィークリー知事訪問同行
26日 小出コミセンまつり、ほのぼのビーチまつり、野口宇宙飛行士壮行会、鶴が台まつり
27日 茅ヶ崎駅朝立ち、勝又事務所開き、山田副園長打ち合わせ

28～30日 全国地方議員交流研修会（沖縄）
31日 おひさま保育、県障がい者作業所ヒアリング、勝又選対会議

【8月】
1日 松林市民集会、革親懇交流会、街宣活動、ＮＯ　ＷＡＲ展、市民相談
3日 茅ヶ崎駅朝立ち、市政懇談会、慶應大学生と懇談、市民相談
4日 おひさま保育、市内ニュース配布
5日 茅ヶ崎駅朝立ち、市内ニュース配布、衆議院選公開討論会
6日 茅ヶ崎駅朝立ち、厚生常任委員会県内調査、勝又選対会議
7日 茅ヶ崎駅朝立ち、ニュース配布、なんでも夜市、勝又政策発表会

8･9日 全国フェミニスト議員連盟夏合宿in松江（島根）
10日 勝又ひきまわし
11日 市総合計画審議会、ＪＡさがみ会長訪問、医療問題懇談会
15日 韓国民団光復節式典、市慰霊祭、ニュース配布
17日 おひさま保育、勝又選対会議
18日 あべともこ出陣式、勝又出陣式、街頭・駅頭選挙応援、竹村藤沢市議と意見交換
19日 映画会案内配布、スタッフミーティング
20日 勝又駅頭、市総合計画審議会
21日 豊田市英語多読調査
22日 勝又選挙応援、湘南シニアクラブ、八王子原夏祭り、高田ニュータウン夏祭り
23日 防災訓練、盆おどり
25日 あべともこ選挙応援、市民相談
26日 あべともこ選挙応援
27日 勝又選挙応援
28日 勝又選挙応援
29日 勝又選挙応援
31日 つつじ学園訪問、小学校まわり（映画会案内）、舞台芸術総会

【9月】
1日 おひさま保育、グループホーム視察、映画会案内各施設配布、勝又選挙報告会

2～4日 厚生常任委員会県外視察（群馬、神戸、京都、名古屋）
5日 いなほ保育園（桶川市）・川崎市子ども夢パーク視察
7日 市民相談日
8日 おひさま保育、補正予算説明会
9日 九条の会チラシまき、地方分権大会、調査
10日 茅ヶ崎駅朝立ち、意見交換会
11日 Ｉ女性会議県への要望、県立芹香病院・精神福祉センター見学、福祉チャリティーコンサート
13日 紙芝居の会、平和講演会、自閉症の人震災学習会、あべともこ選挙報告会
14日 議会運営委員会、本会議、議案説明会
15日 おひさま保育
16日 茅ヶ崎駅朝立ち、議会運営委員会、本会議
17日 敬老大会、本会議
18日 県道44号線開通式
19日 スタッフミーティング、湘南シニアクラブ
20日 愛の輪フェスティバル、映画会、市民集会
22日 小出川彼岸花まつり
24日 おひさま保育、本会議
25日 議会運営委員会、本会議
26日 ｢こどもの時間｣上映会と山田副園長との対談
28日 おひさま保育、県庁打ち合わせ、千葉景子事務所訪問、湘南教組の先生との話し合い
29日 厚生常任委員会、医療懇談会打ち合わせ
30日 厚生常任委員会、かながわパブリック法律事務所開設パーティ

くさか景子後援会からのお知らせ 

後援会費の振り込みは別紙振込用紙でお願いします。 

□後援会費(年間) 1000 円 

□活動カンパ  

※ボランティアのできる方を募集しています。 

(ニュース封筒詰め、配布等) 

 



 

 

 
 

く
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か
景
子
の
ハ
チ
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10
月
県
議
会
報
告 

9
月
14
日
～
10
月
7
日 

県
財
政
非
常
事
態
宣
言
！
今
年
度
税
収
500
億
円
減 

 

 

                         

 
 

 

今
年
度
の
県
税
収
入
は
、
企
業
業
績
の
急

激
な
落
ち
込
み
で
、
収
入
の
柱
の
法
人
2
税

（
法
人
県
民
税
と
法
人
事
業
税
）
に
、
地
方
消

費
税
も
減
収
の
見
通
し
で
500
億
円
減
と
な
り

そ
う
で
す
。
更
に
、
来
年
度
も
2000
億
円
近
い

財
源
丌
足
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
、
組
織
や

事
業
を
大
幅
に
見
直
す
と
し
て
い
ま
す
。
弱
者

に
し
わ
寄
せ
が
こ
な
い
よ
う
し
て
ほ
し
い
。 

補
正
予
算
に
287
億
円 

 

今
定
例
会
に
は
、
287
億
1900
万
円
の
補
正
予

算
を
組
み
、
そ
の
う
ち
国
の
補
正
予
算
に
対
応

し
た
基
金
な
ど
は
201
億
円
を
占
め
て
い
ま
す
。

今
回
評
価
で
き
る
の
は
、
離
職
者
た
ち
の
次
の

就
業
支
援
の
た
め
、
10
万
円
以
内
を
無
利
子

無
担
保
で
つ
な
ぎ
融
資
す
る
貸
付
事
業
や
住

宅
を
失
っ
た
離
職
者
に
住
宅
手
当
を
支
給
す

る
事
業
で
、
失
業
者
の
人
た
ち
に
遅
ま
き
な
が

ら
や
っ
と
で
き
た
支
援
で
す
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
充
実
強
化

を
国
に
意
見
書
提
出 

こ
の
秋
、
感
染
が
拡
大
す
る
予
想
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
県
で
は
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
薬
タ
ミ
フ
ル
や
リ
レ
ン
ザ
を
備
蓄
す
る
と

と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
円
滑
な
流
通
の
確
保
な

ど
を
役
割
と
し
て
い
ま
す
。
県
議
会
で
は
、
国

に
、
必
要
な
医
療
従
事
者
の
確
保
を
は
じ
め
と

す
る
対
策
や
予
算
を
十
分
に
講
じ
る
よ
う
強

く
要
望
し
ま
し
た
。 

観
光
立
県
目
指
す
！
観
光
振
興
条
例
制
定 

 

「
観
光
立
県
か
な
が
わ
」
実
現
の
た
め
、
こ
の

条
例
を
制
定
す
る
に
あ
た
り
、
担
当
室
長
を

民
間
旅
行
社
Ｏ
Ｂ
か
ら
起
用
し
、
民
間
感
覚

を
取
り
入
れ
、
観
光
事
業
者
と
の
連
携
を
密

に
盛
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。
県
内
大
学
の
観
光

学
科
の
学
生
の
人
材
育
成
や
箱
根
、
鎌
倉
、
横

浜
な
ど
有
名
観
光
地
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
支
援
な
ど
も
行

う
。
観
光
を
新
た
な
産
業
と
位
置
づ
け
、
発
展

す
る
こ
と
は
期
待
で
き
ま
す
。 

  

  

     
 

 

  
 

            
         

    
 

 

く
さ
か
景
子
の
ほ
っ
と
コ
ラ
ム 

 
 来

年
か
ら
、
県
議
会
の
会
期
2
倍
の

200
日
に
！ 

神
奈
川
県
議
会
で
は
、
昨
年
の
12
月
に
、

県
議
会
の
憲
法
と
も
い
う
べ
き
「神
奈
川
県
議

会
基
本
条
例
」が
で
き
た
。
反
問
権
も
あ
る
の

で
、
今
ま
で
議
員
が
質
問
す
る
一
方
通
行
だ
っ

た
の
が
、
委
員
会
で
も
課
長
か
ら
議
員
に
逆

質
問
も
あ
っ
た
り
し
て
、
尐
し
前
進
か
。
今
回

は
新
た
に
、
年
4
回
だ
っ
た
県
議
会
を
3
回

に
し
、
会
期
も
100
日
だ
っ
た
の
を
200
日
の
倍

に
し
、
委
員
会
の
同
時
開
催
を
や
め
た
り
、
一

般
質
問
を
見
直
し
た
り
し
て
議
会
運
営
の
充

実
を
行
う
。
私
は
、
県
民
の
目
線
に
立
っ
て
議

会
改
革
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
は
大
賛
成
だ

が
、
残
念
な
こ
と
は
、
議
員
全
員
で
の
議
論
が

で
き
ず
、
尐
数
会
派
は
蚊
帳
の
外
状
態
が
続

い
て
い
る
こ
と
だ
。
先
進
県
の
三
重
県
で
は
、

議
員
全
員
の
合
意
で
、
思
い
切
っ
た
議
会
改
革

を
す
す
め
て
お
り
、
神
奈
川
は
改
革
に
は
ま

だ
ほ
ど
遠
い
。
歩
み
は
遅
い
が
尐
し
で
も
改
革

が
す
す
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
し
か
な
い

か
・・・。 

 

 
 

   

 

神奈川県議会議員 

くさか景子と未来をつくる会 
県政報告 Vol.1１  ２００９年 10 月 
 

 

発行責任者  神奈川県議会議員 くさか景子  

連 絡 先 くさか景子事務所 

 〒253-0043 茅ヶ崎市元町 3-17 村田ビル 202 

 Tel＆Fax 0467(58)0290 e-mail future@grace.ocn.ne.jp 

 http://www3.ocn.ne.jp/~children/ 

｢弁護士法人かながわパブリック法律事務

所｣開設祝賀会で、千葉法務大臣と。 

弁護士過疎・偏在解消等を目的に、横浜

弁護士会、関東弁護士会連合会、日本弁

護士連合会の支援のもと、公益的活動を担

う｢都市型公設事務所｣として開設された。 

 



 

 

法
務

相 
千
葉 
景
子
大
臣
へ 

 

特特特
集集集   

女女女
性性性
閣閣閣
僚僚僚
ににに
望望望
むむむ
！！！   

 

 

消
費
者
・
尐
子
化
・
食
品
安
全
・
男
女
共

同
参
画
担
当
相 
福
島 

み
ず
ほ
大
臣
へ 

 ▼
こ
ど
も
手
当
て
と
子
育
て
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
充
実
を 

瑞
穂
さ
ん
大
臣
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
よ
く
電
車
で
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
帰
り
ま
し
た
ね
。
小
柄
だ
け
ど
逞
し
い
瑞

穂
さ
ん
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

こ
ど
も
手
当
て
に
は
多
く
の
若
い
マ
マ
さ
ん

が
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
全
国

的
に
待
機
児
童
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保

育
所
の
整
備
や
学
童
保
育
の
充
実
に
よ
っ
て
、

女
性
が
安
心
し
て
こ
ど
も
を
働
き
な
が
ら
育

て
ら
れ
る
環
境
整
備
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
私

た
ち
も
、
現
役
の
親
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

新
し
い
経
済
、
産
業
を
生
み
出
す
将
来
へ
の
投

資
と
考
え
、
社
会
全
体
で
こ
ど
も
を
育
て
る
と

い
う
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。 

▼
男
女
共
同
参
画

社
会
の
確
立
を 

未
だ
、
男
女
間
格
差

の
あ
る
職
場
、
女
性
の

参
画
が
尐
な
い
政
治
や

社
会
、
性
別
役
割
分
業

意
識
が
残
る
家
庭
・
・
男

女
が
差
別
な
く
共
に
働
き
、
生
き
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

  
 

 
 

   

▼
女
性
の
視
点
で
民
法
改
正
の
実
現
を 

 

千
葉
さ
ん
大
臣
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
も
う
15
年
も
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
い
つ
も
お
会

い
す
る
と
ニ
コ
ニ
コ

笑
顔
で
挨
拶
さ
れ

る
知
的
で
冷
静
な

千
葉
さ
ん
、
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
ん
と
い
っ
て
も

世
界
で
日
本
だ
け

と
い
う
夫
婦
同
姓

を
、
選
択
性
夫
婦
別
姓
の
実
現
で
、
結
婚
と
い

う
形
態
を
多
様
な
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。
300

日
問
題
も
無
戸
籍
の
こ
ど
も
を
生
み
出
し
、
問

題
で
す
。
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
や
結
婚
年

齢
の
見
直
し
な
ど
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。 

ま
た
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書

の
批
准
の
実
現
。
課
題
の
多
い
裁
判
員
制
度
の

見
直
し
に
も
着
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
期
待

し
て
い
ま
す
。  

 

死
刑
執
行
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
死
刑
廃
止
議
員
連
盟
」
に
は
、
千
葉
大
臣

他
、
福
島
大
臣
、
亀
井
静
香
大
臣
も
入
っ
て
い

ま
す
。
人
が
人
の
死
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
あ
る
い
は
、
何
の
罪
も
な
い
の
に
人
を
殺

め
た
こ
と
を
死
を
も
っ
て
償
う
こ
と
も
当
然
と

い
う
意
見
も
世
論
で
は
強
い
。
死
刑
論
議
は
ま

だ
ま
だ
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
す
。 

 

 

映
画
「こ
ど
も
の
時
間
」
報
告 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

映
画
会
に
参
加
し
て 

9
月
26
日 

映
画
な
の
に
薪
が
燃
え
る
香
り
が
し
て
、
釜

の
中
の
ご
飯
の
炊
け
る
い
い
に
お
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
。 

炭
焼
き
の
さ
ん
ま
、
畑
で
採
れ
た
野
菜
ス
ー

プ
、
肉
じ
ゃ
が
。
そ
れ
ら
を
手
づ
か
み
で
ほ
お

ば
る
赤
い
ほ
っ
ぺ
の
小
さ
な
子
。
一
番
お
い
し
い

食
べ
方
の
そ
の
上
に
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
乗
っ
か
っ

て
。
暑
く
て
も
寒
く
て
も
、
自
然
の
中
を
自
由

に
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
。
す
べ
て
満
た
さ

れ
た
後
の
お
昼
寝
。
生
き
る
っ
て
「食
う
、
寝
る
、

遊
ぶ
」
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
最
近
は
、
公
園

等
で
も
事
敀
を
心
配
し
て
規
制
を
多
く
設
け

て
い
た
り
す
る
が
、
こ
こ
で
は
事
敀
の
丌
安
を

超
え
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
暖
か
く
見
守

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ば
ら
し
い
。
火
や
水
は
ど

う
い
う
も
の
か
を
体
験
か
ら
学
ん
で
い
る
。
だ

か
ら
大
き
い
子
に
な
る
と
火
を
使
え
る
し
、
川

遊
び
も
何
が
危
な
い
か
知
っ
て
い
る
。
子
ど
も

は
体
験
か
ら
学
ん
で
行
く
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ

た
。
私
も
心
配
ば
か
り
し
て
な
い
で
、
子
ど
も

に
多
く
の
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
思
う
。 

（矢
畑 

永
野 

美
代
子
） 

       

  

 

い
な
ほ
保
育
園 

見
学
記 

9
月
5
日 

 

埼
玉
県
桶
川
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
10
分
、

田
ん
ぼ
の
中
の
小
高
い
山
を
含
め
た
約
4
千

坪
の
敷
地
。
約
百
人
の
園
児
が
裸
足
で
園
舎
か

ら
園
庭
を
走
り
回
り
、
山
羊
、
ろ
ば
、
馬
、
犬

な
ど
動
物
と
も
同
居
し
て
い
る
。
0
歳
か
ら

6
歳
ま
で
の
保
育
園
で
は
、
大
人
と
は
違
う

「
こ
ど
も
の
時
間
」
が
流
れ
て
い
る
。
特
に
決
ま

っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
な
く
、
自
分
で
自
分
の
遊

び
を
見
つ
け
る
こ
と
が
仕
事
。
11
時
に
な
る
と
、

園
長
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
ク
ラ
ス
毎
に

リ
ズ
ム
運
動
や
踊
り
が
始
ま
る
。
ピ
ア
ノ
に
合

わ
せ
て
ホ
ー
ル
を
走
る
、
保
育
士
の
先
生
も
思

い
っ
き
り
走
る
。
お
昼
ご
飯
は
野
菜
中
心
で
、

小
さ
い
子
は
手
づ
か
み
で
ま
さ
に
自
分
で
食
う

と
い
う
感
じ
・
・
・
き
れ
い
に
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
の
で
は
な
く
自
分
か
ら
ほ
お
ば
る
。 

北
原
園
長
は
、
決
し
て
自
由
放
任
で
は
な

く
、
こ
ど
も
た
ち
の
自
立
性
を
高
め
、
生
き
る

力
を
育
む
場
所
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。
不

え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
で
見
つ
け
る

遊
び
は
生
き
る
と
い
う
こ
と
危
な
い
、
だ
め
は

言
わ
な
い
。
こ
ど
も
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
生
き
て
い
る
。

大
人
は
そ
れ
を
伸

ば
し
て
や
れ
ば
い

い
の
だ
。 

 

 

 

福島みずほ大臣と 

千葉景子大臣事務所にて 

映画会の参加者 

いなほ保育園にて 

 

映画会に 100名の参加

者 



 

 

厚
生
常
任
委
員
会 

９
月
３０
日 

 
 
 

 

く
さ
か
景
子
質
問 
抜
粋 

県県
立立
病病
院院
独独
法法
化化  

中中
期期
目目
標標  

問問
題題

点点
はは
？？  

来
年
4
月
か
ら
、
県
立
病
院
は
直
営
か
ら

法
人
化
さ
れ
ま
す
。
国
の
「公
立
病
院
改
革
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
、
経
営
形
態
を
見
直
し
、

経
営
の
効
率
化
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
公
立
病
院
に
、
小
児
科
や
産
科
、
救

急
医
療
、
災
害
時
医
療
な
ど
を
含
め
た
丌
採

算
の
部
門
を
担
っ
て
も
ら
う
以
上
、
採
算
性
や

効
率
化
を
求
め
る
の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。 

全
国
的
に
、
医
師
、
看
護
師
丌
足
が
顕
著
で

す
。
県
で
も
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
拡
張
し
、
精

神
医
療
セ
ン
タ
ー
を
改
築
す
る
た
め
、
優
秀
な

医
師
を
確
保
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
医

師
確
保
の
た
め
に
は
有
効
な
方
策
を
練
ら
ね

ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
看
護
師
の
配
置
で
、
７
対
１

看
護
が
で
き
て
い
る
の
は
、
こ
ど
も
医
療
セ
ン

タ
ー
と
足
柄
上
病
院
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
夜

勤
が
多
い
の
で
ま
だ
看
護
師
丌
足
は
顕
著
で
す
。

来
年
4
月
か
ら
病
院
内
保
育
所
が
24
時
間

に
な
る
の
で
、
尐
し
は
看
護
師
丌
足
解
消
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

次
の
問
題
点
は
、
負
担
金
で
す
。
現
在
は
、

純
損
益
は
黒
字
で
す
が
一
般
会
計
か
ら
１
４

８
億
円
繰
り
出
し
て
い
ま
す
。
法
人
化
さ
れ
た

他
の
病
院
で
は
、
負
担
金
も
減
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
医
療
の
質
を
落
と
さ
な
い
た
め
に

は
負
担
金
の
充
分
な
確
保
が
必
要
で
す
。 

 精精
神神
医医
療療
セセ
ンン
タタ
ーー
芹芹
香香
病病
院院
のの
改改
築築

でで
、、
精精
神神
医医
療療
のの
ソソ
フフ
トト
面面
はは
どど
うう
なな

るる
？？  

先
日
、
芹
香
病
院
を
視
察
し
ま
し
た
。
老
朽

化
が
激
し
く
耐
震
も
危
う
い
の
で
、
隣
の
せ
り

が
や
病
院
と
合
体
し
改
築
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
昔
か
ら
精
神
医
療
は
薬
づ
け
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
芹
香
病
院
に
は
、
な
ん

と
頭
に
電
気
を
通
す
と
「す
か
っ
と
」治
る
う
つ

病
治
療
の
最
先
端
医
療
機
器
が
あ
り
研
究
中

で
し
た
。
同
時
に
、
鍼
灸
法
で

も
、
う
つ
病
治
療
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
一
日
も
早
く
認
可

を
と
り
、
す
す
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。 

   

閑閑
散散
とと
しし
てて
いい
るる
精精
神神
保保
健健
福福
祉祉
セセ
ンン
タタ
ーー  

同
時
に
視
察
し
た
芹
香
病
院
の
隣
に
あ
る

精
神
保
険
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
自
殺
対
策
の
中

心
拠
点
に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
会
議
室
、
医

療
施
設
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
鍵
の

か
か
っ
た
図
書
館
は
古
い
書
簡
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。
横
浜
や
川
崎
に
機
能
が
移
管
さ
れ
て
セ

ン
タ
ー
の
機
能
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
駄
な
セ
ン
タ
ー
を
見
直
し
、
県
民
に
有
効
に

使
用
す
る
べ
き
だ
と
意
見
し
ま
し
た
。 

 県
議
会 

女
性
政
策
進
ま
ず
！ 

 
 私

は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書

の
批
准
を
国
に
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
が
、
尐
数
否
決
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。  

 
 
 

条
約
制
定
か
ら
30
年
、
条
約
は
批
准
し
て
い

る
が
、
条
約
を
さ
ら
に
進
め
る
付
属
の
条
約
、

選
択
議
定
書
を
批
准
し
て
い
な
い
の
は
日
本
と

米
国
だ
け
で
す
。
国
連
の
委
員
会
が
日
本
の
男

女
共
同
参
画
の
遅
れ
を
厳
し
く
指
摘
し
て
い

ま
す
が
、
国
で
は
す
す
ん
で
い
ま
せ
ん
。
県
議

会
と
し
て
も
、
女
性
議
員
を
中
心
に
呼
び
か

け
ま
し
た
が
、
男
性
議
員
に
は
真
意
が
伝
わ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
女
共
同
参
画
推
進
の
道

は
遠
い
？！ 

 
 

傍
聴
記 

厚
生
常
任
委
員
会
の
各
議
員
の
質
問
が
、
今

回
は
、
医
療
問
題
に
集
中
し
て
い
た
。
は
じ
め

て
聞
く
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
問
題
や
対

策
に
つ
い
て
の
質
問
や
議
論
に
緊
張
感
が
あ
っ

た
。｢

精
神
医
療
保
険
福
祉
セ
ン
タ
ー｣

を
よ

り
有
効
に
活
用
で
き
な
い
か
と
の
日
下
議
員
の

質
問
に
対
し
て
、
県
の
職
員
か
ら
は
、
「現
在
、

電
話
対
応
や
自
殺
防
止
対
策
セ
ン
タ
ー
と
し

て
も
活
用
し
て
い
る｣

と
の
回
答
。
私
自
身
も
セ

ン
タ
ー
の
視
察
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
施
設
内
の
ご
く
一
部
。

と
て
も
き
れ
い
で
広
い
部
屋
や
ス
ペ
ー
ス
が
、
人

気
も
な
く
、
が
ら
ん
と
し
て
い
た
。
県
の
施
設

と
し
て
、
今
後
よ
り
有
効
な
用
途
を
考
え
て
ほ

し
い
と
思
っ
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
員
イ
ン
タ
ー
ン 
杉
森 

紗
由
美 

 

視
察
報
告 

 
 

愛
知
県
長
久
手
町 

「介
助
犬
総
合
訓
練
セ
ン
タ
ー
」９
月
４
日 

皆
さ
ん
、
介
助
犬
（
サ
ー
ビ

ス
ド
ッ
グ
）
を
知
っ
て
ま
す

か
？
県
厚
生
常
任
委
員
会
で
、

介
助
犬
セ
ン
タ
ー
「
シ
ン
シ
ア

の
丘
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
介

助
犬
と
は
、
肢
体
丌
自
由
者

の
日
常
生
活
動
作
を
助
け
る

た
め
訓
練
さ
れ
た
犬
の
こ
と
で
す
。
全
国
の
肢

体
丌
自
由
者
は
約
175
万
人
、
そ
の
う
ち
介
助

犬
を
必
要
と
す
る
人
は
１
万
５
千
人
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
働
数
は
盲
導
犬
1045
頭
、

聴
導
犬
２０
頭
、
介
助
犬
は
49
頭
し
か
い
ま
せ

ん
。
盲
導
犬
の
認
知
度
は
高
い
の
で
す
が
、
介

助
犬
は
、
ま
だ
絶
対
数
が
丌
足
し
て
い
る
上
、

訓
練
を
受
け
て
も
介
助
犬
に
な
れ
る
犬
は
わ

ず
か
で
す
。 

シ
ン
シ
ア
の
丘
は
、
全
国
で
始
め
て
の
介
助

犬
専
門
訓
練
施
設
で
、
家
庭
的
で
く
つ
ろ
げ
る

訓
練
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
社
会
は
、

介
助
犬
の
認
知
度
は
低
く
、
正
し
い
理
解
が
得

ら
れ
ず
、
街
で
見
か
け
て
も
、
店
舗
で
も
ま
だ

眉
を
ひ
そ
め
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。 

今
後
は
、
介
助
犬

の
ま
す
ま
す
の
発
展
、

障
が
い
者
の
自
立
や

幸
せ
、
動
物
に
も
人

に
も
優
し
い
社
会
が

実
現
す
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

常
任
委
員
会
報
告 

 
 
 

 
 
 

 
神
奈
川
県
議
会
は
本
会
議
と
委
員
会
（
８
つ
の
常
任
委
員
会
と
４
つ
の
特
別
委
員
会
）
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
く
さ
か
景
子
は
厚
生
常
任
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。 

介助犬センターでの訓練 


